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研究成果概要 

本研究では Fermi ガンマ線衛星によりフレアアップが確認された活動銀河核などの系外

ガンマ線天体を中心にオーストラリアに設置された口径 10ｍの CANGAROO 望遠鏡を用いて

TeVガンマ線の同時観測を行い、幅広い波長域で多波長スペクトルを求め、放射機構や放射

領域などの描像を求めることが目的である。 

活動銀河核の放射は短いタイムスケールで時間変動をするため、多波長スペクトルを求め

るためには電波から TeV ガンマ線にかけての天文台、衛星が協力しあって同時に観測を行う

必要がある。Fermiガンマ線衛星で極めて大きなフレアが確認され、他天文台と同時観測がお

こなわれる天体は CANGARO でも優先して観測を行う。多波長スペクトルを求めるためには、

Fermiガンマ線衛星など他波長観測においてはアーカイブデータを解析する。 

今年度は H2356-309、PKS2155-304、PKS0537-441、3C 279 の 4 つの活動銀河核の CANGAROO

のデータ解析を行った。有意に TeV 領域のガンマ線が検出された天体については観測期間中

のフラックスを求め、フラックス変動の有無を調べた。また、および同時期に他波長観測デ

ータがある天体については X線,可視光など他波長のフラックスとあわせて多波長スペクトル

を求め、放射モデルごとに比較を行った。特に GeVガンマ線領域においては、Fermiガンマ線

衛星のアーカイブデータを解析して求めたフラックスを用いている。 

これらの解析結果は 2011 年 8 月に行われる第 32 回宇宙線国際会議および現在準備中の投

稿論文にて発表する予定である。 
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